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ミツカン水の文化交流フォーラム2009

開催のご案内

アクアツーリズム
—これからの観光資源と水文化—

都市への人口集中が進む中、持続的な地域づくりが各地で模索されています。それ
に伴い「訪れてよし、住んでよし」という視点から、水・水路・里川・暮らしと水文
化といった水にかかわる事柄が、観光資源として見直されようとしています。これま
で、水文化は主に定住者が「使いながら守る」と考えられていましたが、ヨソモノで
ある観光客が水の価値を発見する機会が増えると、地域における人と水とのかかわり
方はどのように変わるのでしょうか。

本フォーラムでは、水文化を観光資源として成功しているケースを紹介し、アクア
ツーリズムの可能性について考えます。

日時：2009年10月7日（水）14時～

会場：東京ウィメンズプラザ
東京都渋谷区神宮前5-53-67 電話03-5467-2377

【問題提起】

水文化は観光の未来を拓くか？
アクアツーリズムと次世代ツーリズム

石森秀三 北海道大学教授

飲める水と生食文化
旅の歴史と未来

神崎宣武 旅の文化研究所

なんでもないものの発見
チッタスロー（地産地消）で地域力を引き出す

陣内秀信 法政大学教授

水都大阪の再生
環境先進都市とアクアツーリズム

橋爪紳也 大阪府立大学教授

【討論】

ツーリズムがつくり守る水文化とは

コーディネーター：神崎宣武　　登壇者：石森秀三 陣内秀信 橋爪紳也

なお、プログラムは予告なく変更する場合がございます。あらかじめご了承ください。
本フォーラムへの参加申込は、2009年8月24日（月）より

ホームページ（http://www.mizu.gr.jp/）にて受付を開始します。

神崎宣武
旅の文化研究所

橋爪紳也
大阪府立大学教授

陣内秀信
法政大学教授

石森秀三
北海道大学教授

（アイウエオ順）



■水の文化33号予告

特集「ダシ（出汁）」（仮）

「ダシ」は日本ならではの調理文化を育むとともに、

ローカルな風土を反映しています。

忙しさや嗜好の変化の中で、

忘れられがちなダシ文化を、もう一度見直し、

その現代的な意味を発見します。
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ミツカン水の文化センター機関誌

水の文化

第32号

ホームページアドレス

http:
//www.mizu.gr.jp/

※禁無断転載複写

ミツカン水の文化センターが、第11回日本水大賞・厚生労働大

臣賞を受賞しました

今後も引き続き、よろしくお願い申し上げます。

『水の文化』に関する情報をお寄せください

本誌『水の文化』では、「人と水とのかかわり」に焦点を当てた活

動や調査・研究などを紹介しています。ユニークな水の文化楽習

活動や、「水の文化」にかかわる地域に根差した調査や研究などの

情報がありましたら、自薦・他薦を問いませんので、事務局まで

情報をお寄せください。

ホームページのお問い合せ欄をご利用ください

http://www.mizu.gr.jp/

水の文化バックナンバーをホームページで

本誌はホームページにてバックナンバーを提供しています。

すべてダウンロードできますので、いろいろな活動にご活用くだ

さい。

機関誌『水の文化』へのアンケートを、ホームページからも始

めました

当アンケートへのお答えは、機関誌制作やフォーラムの参考にさ

せていただきます。どうぞ、ご協力お願いします。

「水にかかわる生活意識調査」2009年度版を追加しました

さまざまな場面で、データとしてお役立てください。
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